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2020年６月14日（日）

〒107-0062　東京都港区南青山2-29-9-601　株式会社シー・シー・アイ 内
　　　　　　Tel：03-3497-5033　Fax：03-3497-5037

　令和の時代になり企業や組織そして社会の在り方が大きく変わるなかで、新しい組織の姿が芽生えつつあります。
　組織開発に対する考え方も組織活性化の一手段と言うより、ビジョンを実現し経営計画を具現化していく、戦略そのものとい
う捉え方です。その結果、組織開発を経営の中でどのように位置づけや意味づけをするかが大切になってきています。

　「経営としての組織開発をテーマ」に、今大会は大きく三部で構成されています。
　今回御登壇者の方々の先進的な取り組みを学びながら、コロナウイルス感染で揺れる世界で、組織開発で何ができるか、何が
貢献できるか、深める場、考える場にしていきたいと思います。

　今回ODNJで初めて、全てZOOM（オンライン）での運営に挑戦します。
　直接の対話ではありませんが、ZOOMを通してみなさまと学び・対話できることを楽しみにしています。

2020年 年次大会実行委員会 委員長 大　島 　　岳

https://odnjcon2020.peatix.com■参加お申込み ：

＊参加にあたっての諸条件等はHPをご確認ください。

（参加費5,000円＋入会金・年会費15,000円）

《ODNJ会員》 ¥5,000

《同時入会》 ¥20,000
《一　　般》 ¥15,000

《ODAJ会員》 ¥5,000

ODNJ
年次大会2020
2020.6.14
経営としての組織開発
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テーマ：経営としての組織開発

10：00～17：45

ODNJで初めて、全て
ZOOM（オンライン）
での運営に挑戦します。

テーマ：経営としての組織開発

(http://www.odnj.org/about/aboutodnj/#ODNJ)
組織開発（OD ： Organization Development ; 以下ODと
記す）にかかわる実践者（経営者／内部実践者／コンサルタ
ント）、研究者がネットワークでつながり、ともに学び、効果的で
健全な組織づくりに向けて協働するコミュニティです。

2020.6.14
(http://www.odnj.org/about/aboutodnj/#ODNJ)
組織開発（OD ： Organization Development ; 以下ODと
記す）にかかわる実践者（経営者／内部実践者／コンサルタ

OD Network Japanとは

ODNJで初めて、全て
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での運営に挑戦します。
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アワード発表

総会

ランチブレイク

　　　【ボルボジャパン 木村前社長】 

　　　【関東経済産業局 角野局長】
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2020年年次大会実行委員会 委員長　大島　岳

アワード企業紹介＆全体プログラム紹介&networkingについて

タイムスケジュール

オープニング

11：40－12：30 会員のみ総　　　会

16：50－17：45 南山大学教授、ODNJ代表理事　中村　和彦クロージング

18：00－20：00 未定懇　親　会

13：00－14：40

12：30－13：00 ラ　ン　チ

「経営としての組織開発」（仮称）
ボルボ・カー・ジャパン 前社長　木村　隆之

14：50－16：40 「経営支援する組織開発」（仮称）
関東経済産業局長　角野　然生
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木 村　隆 之氏
【ボルボ・カー・ジャパン　前社長】

講 演 者 紹 介
■ ODNJ 2020年次大会（＆年次総会） プログラム内容

経営としての組織開発（仮称）

1987年トヨタ自動車株式会社へ入社。海外の商品企画を担当し、勤
続20年のうち16年間は海外営業を中心に活躍。後にレクサス国内営
業部に移籍。2007年、株式会社ファーストリテイリングに入社。ユニク
ロの営業副本部長を務める。2008年日産自動車株式会社入社。翌
年、インドネシア日産で代表取締役社長に就任後、アジア・パシフィック
日産自動車会社、タイ日産自動車会社の代表取締役社長を務め、
2014年にボルボ・カー・ジャパン株式会社の代表取締役社長に就任。
就任後、５年間で売上1.８倍にし、「日本カー・オブ・ザ・イヤー」において、
2018年、2019年、２年連続受賞の快挙を成し遂げ、2020年3月退
任。現在、顧問。著書に『最高の顧客が集まるブランド戦略 ～ボルボは
いかにして「無骨な外車」からプレミアムカーへ進化したのか～』  （幻冬
舎　2019年）

３部

角 野　然 生氏
【関東経済産業局長】

経営支援する組織開発（仮称）

1988年、通商産業省（現経済産業省）に入省。
2015年より、内閣府原子力災害対策本部現地対策本部事務局長と
して、福島に赴任。福島相双復興官民合同チームを立ち上げ、様々な組
織から来たメンバー（スタート時は140名）をまとめつつ、原子力発電所
事故による被災事業者に対する個別相談に取り組む。施策による経済
的支援だけではなく、被災者の声を聴き、信頼関係を築きながら、被災者
の立場に立った伴走型支援（プロセス・コンサルテーション）を官民合同
チームで展開。3年間で被災12市町村の5000以上の事業者を訪問、
1100以上の事業者にコンサルティング支援を実施、多くの事業再開に
つなげた。自身も現場型に徹して先頭に立って事業者を訪問支援。
2018年から現職となり、福島で実践したノウハウを基に、関東局内の中
小企業に対して伴走型支援を展開する官民合同プロジェクトを実施して
いる。
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